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１．はじめに 

鋼管矢板基礎の構造解析モデルの一つに立体骨組解析がある．

これは鋼管矢板基礎各部（鋼管，継手，地盤）の応答を抽出で

きるため，継手を一部省略した基礎など任意形状の基礎構造に

対する構造計算が可能である．しかし継手形式によっては，圧

縮・引張方向，水平方向せん断のバネ定数（剛性及び耐力）が

設定されていない．本検討では，鋼管矢板基礎における縞鋼管

高耐力継手に着目し，未評価である方向の継手特性を明らかにす

るため，実物大継手の載荷試験を実施した． 

２．試験概要 

本検討の対象である縞鋼管高耐力継手は，継手管の内側に縞鋼

板を使用し，継手内に充填するモルタルの強度は 40MPa である．

本継手では鉛直せん断方向に対する単調及び正負交番載荷試験

は実施されているが，圧縮方向，引張方向，水平せん断方向につ

いては試験されていない１），２），３）． 

表-1に試験ケースを示す．継手特性が未評価の各方向に対

し 3 体の単調載荷試験を実施し，地震荷重による繰返し載荷

の影響を確認することを目的に，圧縮引張方向について 1 体，

水平せん断方向について 1 体の正負交番載荷試験を行った． 

図-1に実物大継手試験体の断面図を，図-2に各試験の載荷

方法を示す．試験体は実物大とし，試験体の構造寸法，使用

材料等は文献 2)を参考に決定した． 

３．試験結果 

１）圧縮試験 

圧縮試験の荷重変位関係および最終状況を図-2に示す．単

調載荷において各試験体 3 体の荷重-変

位関係にほとんど差異は生じなかった．

また正負交番載荷では単調載荷と比較

して荷重-変位関係にほとんど差異は生

じなかった．  

損傷形態は試験体中心軸から少しず

れた位置のモルタルに荷重作用軸方向

の割裂ひび割れが発生し，耐力が頭打ち

となった． 
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載荷方法 試験 試験体数 呼称

圧縮試験 3 C-1, C-2, C-3

引張試験 3 T-1, T-2, T-3

水平せん断試験 3 S-1, S-2, S-3

圧縮引張試験 1 CT-1

水平せん断試験 1 SS-1

単調

正負交番

表-1 試験ケース 

図-1 試験体断面図 

鋼管板厚：11mm
鋼管径 ：165.2mm
奥行長さ：400mm

σave=44.3N/mm2

図-3 圧縮試験の荷重-変位関係および最終状況(C-1) 
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図-2 載荷方法 
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２）引張試験 

引張試験の荷重-変位関係および最終

状況を図-4に示す．単調載荷において各

試験体 3 体の荷重-変位関係にほとんど

差異は生じなかった．また正負交番載荷

では単調載荷と比較して荷重-変位関係

にほとんど差異は生じなかった．  

損傷形態は鋼管とモルタルの付着部分

に離隔が生じたのち，鋼管先端からモル

タルにひび割れが発生．その後鋼管部分

が変形し続けることで終局を迎えた． 

３）水平せん断試験 

水平せん断試験の荷重-変位関係および

最終状況を図-5 に示す．単調載荷において

各試験体 3体の荷重-変位関係にほとんど差

異は生じなかった．正負交番載荷では単調

載荷と比較して耐力が低下し，荷重-変位関

係も異なる傾向を示した．水平せん断方向

には繰返し荷重の影響があると判断し，そ

の影響をばね定数に反映する必要があると考える． 

損傷形態は一方の継手のモルタル部分で荷重作

用軸直角方向のひび割れが発生し，もう一方の継

手でも遅れて同様のひび割れが発生した． 

４．降伏変位-降伏荷重の比較 

 試験結果として降伏変位と降伏荷重を表-2に示

す．なお降伏点の設定は文献 2)を参考にし，荷重-

変位関係の急折点を logP-LogS 法により求め，そ

の点を弾性限界点とした． 

水平せん断の降伏荷重について，正負交番載荷

では 587kN，単調載荷では平均 734kN であり 20%程度の低下確認された．また各単調載荷試験の 3 体の試

験体における降伏荷重の変動係数は 5%以下でありバラつき程度は小さいと考えられる．  

５．まとめ 

 縞鋼管高耐力継手の圧縮方向，引張方向，水平せん断方向の継手特性を得るため，実物大継手載荷試験を実

施した．今後，縞鋼管高耐力継手の継手ばね定数を設定し，立体骨組解析により設計に適用する予定である．

設定にあたり本実験結果を基に，データのバラつき程度や繰返し荷重による水平せん断方向の耐力低下等を踏

まえた係数を設定することを考えている．  

謝辞：本研究を行うにあたり，京都大学の澤村康生准教授および宮﨑祐輔助教にご指導を頂きました．ここに深く感

謝の意を表します． 

参考文献 

1) 西海ら：縞鋼管を用いた鋼管矢板基礎用継手のせん断特性，土木学会第 58 回年次学術講演会概要集，2003．  

2) 下司ら：鋼管矢板の縞鋼管継手のせん断耐力に関する実験，土木学会第 59 回年次学術講演会概要集，2004． 

3) 鋼管杭・鋼矢板技術協会：縞鋼管高耐力継手の正負交番せん断試験，JASPP Techinical Report，2016. 

図-4 引張試験の荷重-変位関係および最終状況(T-1) 
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図-5 水平せん断試験の荷重-変位関係および最終状況(S-1) 

表-2 試験結果（降伏変位および降伏荷重） 
降伏変位 降伏荷重

mm kN/m

C-1 1.16 4858

C-2 1.05 4747

C-3 0.93 4427

平均 1.05 4677

変動係数 0.039

圧縮

降伏変位 降伏荷重

mm kN/m

T-1 11.54 158

T-2 10.14 145

T-3 11.61 159

平均 11.09 154

変動係数 0.041

引張

降伏変位 降伏荷重

mm kN/m

S-1 5.08 743

S-2 4.68 734

S-3 4.86 724

平均 4.87 734

変動係数 0.010

水平せん断
(単調)

降伏変位 降伏荷重

mm kN/m

SS-1 3.34 587

水平せん断
(正負交番)

III-370 令和2年度土木学会全国大会第75回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - III-370 -


